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地域  愛知

対象者 20 歳
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方法  郵送

回答率 53.5

委託先 社会

わだ

海・東南

震、東南海地

関心がある

3.5 ポイン

前は東海・東南

 

39.8

10% 20

に関心がある

知県全域 

歳以上の県民

成 26年 1 月 

送法 

5％（1,604 人

会福祉法人Ａ

だちコンピュー

南海・南

地震、南海

る」と答え

ント減少し

南海地震につい

50.1%

63.6%

47.4%

49.7%

53.2%

47.9%

8%

0% 30%

少し関心

 3,000 人

人） 

ＪＵ自立の家

ータハウス

南海地
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県内に

海地震等の連

えています

しました。

いての関心です

注：図

40% 5

がある あ

防

〒

電

e

家 

地震への

お住まいの

連動発生に

すが、「非常

 

す。 

中などで用いて

ｎ：回答者数

ＭＡ：複数以

50% 60%

あまり関心がな

防災局 防

〒460-8501 名

電 話: 052-95

-mail: bosa

の関心

の 1,604 人

に関心があ

常に関心が

ている記号の意味

数 

以上の回答を認め

41.9%

3

46.5%

45.2%

42.0%

44.2%

52.0%

70%

ない 全く関

災危機管

名古屋市中区

54-6190（直

i@pref.aich

にうかがい

りますか？

がある」と

味は、下記のとお

める設問 

31.4%

80% 90%

関心がない

管理課 啓発

三の丸三丁目

通） 

hi.lg.jp 

あいち防

防災

いました。

？ 

と答えた 

おりです 

5.0%

3.1%

4.6%

3.8%

3.2%

5.5%

7.0%

0.3%

0.2%

0.7%

0.6%

0.6%

0.5%

0.5%

2.7%

1.7%

0.9%

0.7%
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0.6%

% 100%

無回答
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東海地震、

ですか？
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電気・水
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（防災

 愛知

「防災

液状化

るシス

以下

 

、東南海地

（○は３つ

割の人が「

と答えて

家族・親類・知

水道・ガス・通信

交通機関

連動地震

災豆知識） 

知県では、

災学習シス

化危険度等

ステムです

下のアドレス

地震、南海地

つまで） 

「自宅の倒
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自宅の
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その他

無回答
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、東海・東
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ください。

/www.quake

 

2 

連動して発

」、約 5 割

 

1

11

10.

0.2%

1.7%

5.2%

8.6%

5.9%

9.6%
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ステム」を公

が発生したと

して家屋の倒

pref.aich

合、不安や

「家族等の

41

36.7%

4

37.9%

0% 40%

公開していま

ときの自宅周

倒壊危険性を

i.jp 

危険に思う

の安否やそ

49.2%

.7%

57.

44.2%

50% 60%

MA 今回調査

n=1,604

MA 平成23年

n=1,568

ます。 

周辺の予想震

を知ることが

うことは何

その確認 

61.8%
63.4%

0%

% 70%

査

年度

震度や

ができ

 

何



 

（東海地震

予想を知っ

約 43％

想定さ

年齢が

 

 

今回調

n=1

平成23年度調
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14.7%

0% 10%

去の地震

去の地震

災豆知識） 

知県では、歴

地域で繰り

、「歴史地震
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0.0%
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〈昭和 56 年

県内の市町

の無料耐震

4 割強

らない

 

 

〈昭和 56 年

っている方

無料耐震診

2 割強

「受け

 
 

今回

n

平成23年度

n

今回

n=

平成23年度

n=

市町

無料

年5月以前着

町村では、昭

震診断や耐

強の人が「両

い」と答え

年 5月以前着

にうかがいま

診断を受け

強の人が「

けた」人の

調査

=313

度調査

=515

0%

無料

耐震

無回

調査

=224

調査

=210

0%

町村の無

料耐震診

工の木造・戸

昭和 56 年

耐震改修費補

両方知って

ています。

工の木造・戸

ました〉 

けましたか

受けた」と

割合は前回

 

42.

40.8

10% 20%

料耐震診断と耐

震改修費補助

回答

23.7%

29.0%

10% 20%

受けた

無料耐震

診断の

戸建て持ち家

５月以前に

補助を行っ

ている」と

。 

戸建て持ち家

？ 

と答えてい

回より減少

.8%

8%

% 30%

耐震改修費補

助を知っている

30%

た

震診断

受診 

（防災豆知

昭和 56

設計基準

阪神・淡

す。 

県や市

住宅の無

る方は是

一部の

修費補助

5 

家にお住まい

に建てられ

っています。

と答えてい

 

家に住み、耐震

います。

少していま

 

2

40% 50

補助を両方知

る

40% 50

受けてい

断・耐震

知識） 

6 年(1981 年

準が見直され

淡路大震災に

市町村では、昭

無料耐震診断

是非この制度

の市町村では

助をしていま

の方にうかが

た木造住宅

。あなたは

いますが、

震診断・改修

ます。 

28.8%

22.9%

2

0% 60%

っている

72.7%

70.

0% 60%

いない

震改修費

年)6 月 1 日

れ、これ以降

においても被

昭和 56 年 5

断や耐震改修

度をご活用く

は、非木造住

ます。詳しく

がいました〉

宅（旧耐震基

はこのことを

約 2 割の

修費補助の両方

4.8%

2.7%

18.3%

70%

無料耐震診断

両方とも知ら

.5%

70% 8

無

費補助

の建築基準

降の耐震設計

被害は少なか

5月 31 日以

修費補助を行

ください。 

宅について

くは、市町村

 

基準で建築

を知ってい

の人は「両

方又は耐震診

20.4%

15.

80% 90%

断を知ってい

らない

80% 90%

回答

助 

準法改正によ

計基準による

かったとさ

以前に着工さ

行っています

も耐震診断

村にお尋ねく

築した住宅）

いますか？

両方とも知

診断のみを知

3.2%

.3%

100%

る

3.6%

0.5%

100%

より、耐震

る建物は、

れていま

された木造

す。該当す

断や耐震改

ください。

 

知 

知
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〈全員を対象とした住まいの地震対策に関する設問で、「耐震診断を受けた」「耐震改修をした」と回答した

人以外の方にうかがいました〉 

あなたは、自宅の耐震診断を受けて、その結果「判定値 1.0 未満（倒壊する可能性がある）」

と判定された場合、耐震改修を行いますか？ 

5 割弱の人が倒壊の危険があっても「耐震改修をしない」と答えています。 

 
※今回調査より、選択肢「取り壊しを検討する（している）」を追加しています。 

 

 

〈倒壊の危険があっても「耐震改修をしない」と回答した方にうかがいました〉 

耐震改修をしない理由は何ですか？ 

約５割の人が「資金がない」ことを理由に挙げています。 

 

 

 

あなたのお宅では、家具や家電（冷蔵庫・テレビなど）の固定をどの程度していますか？ 

約５6％の人が「大部分」または「一部」固定していると答えています。 

「固定していない」人の割合は前回より減少傾向にあります。 

 

  

5.3%

4.8%

0.5%

16.3%

19.7%

46.9%

59.0%

31.0%

16.5%

今回調査

n=1,350

平成23年度調査

n=1,357

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

建て替えを検討する（している） 取り壊しを検討する（している）

耐震改修する 耐震改修しない

無回答

48.2%

49.4%

3.8%

3.7%

25.9%

24.7%

1.4%

1.7%

19.0%

18.5%

1.7%

1.9%

今回調査

n=632

平成23年度調査

n=801

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資金がないから 面倒だから 賃貸だから 地震が起きるとは思わないから その他 無回答

9.0%

9.6%

47.1%

40.0%

41.2%

44.8%

2.7%

5.5%

今回調査

n=1,604

平成23年度調査

n=1,568

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大部分固定している 一部しか固定していない 固定していない 無回答

倒壊の危険ありと判定された場合の耐震改修 

家具などの固定 

耐震改修をしない理由 



 

7 

 

〈全員を対象とした住まいの家具固定に関する設問で、「一部しか固定していない」「固定していない」と回

答した方にうかがいました〉 

あなたのお宅で固定していない家具・家電のうち、固定が必要と考えられるものにはどん

なものがありますか？（○は主なものを３つまで） 

固定が必要と考える家具で、最も多いものは「冷蔵庫」（54.9%）、次いで 

「食器棚」（48.3%）、「タンス」（45.0%）の順となっています。 

 

 

 

〈全員を対象とした住まいの家具固定に関する設問で、「一部しか固定していない」「固定していない」と回

答した方にうかがいました〉 

家具・家電を固定していない理由は何ですか？（○は主なものを３つまで） 

多い理由は、「手間がかかる（面倒だ）」、「方法がわからない、自分でできない」 

などです。 

 

 

54.9%

48.3%

45.0%

35.8%

24.3%

7.4%

6.6%

1.6%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

冷蔵庫

食器棚

タンス

テレビ・モニタ

書棚・本棚

ピアノ

照明器具

その他

無回答
MA n=1,415

35.5%

27.0%

20.4%

16.7%

16.2%

15.5%

12.0%

5.4%

0.8%

6.6%

13.0%

36.3%

28.9%

26.1%

18.2%

14.4%

20.0%

13.7%

5.9%

1.3%

8.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40%

手間がかかる（面倒だ）から

固定の方法がわからない・自分ではできないから

固定をしても被害は出ると思うから

費用がかかるから

部屋や家具を傷つけるから

家具類を置いていない安全な部屋があるから

借家・賃貸マンションのためできないから

建物が免震構造、家具が作りつけてあるなど、

固定しなくても大丈夫だと思うから

地震が起きると思わないから

その他

無回答

今回調査

MA n=1,415

平成23年度調査

MA n=1,330

固定が必要な家具 

家具などを固定しない理由 



 

大規模地震

ためには

生に備えて

ルとしてお

非常用

それぞ

「用意
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n=

今回
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n=

食料

（防

用

ま

力

分

週

ょ

飲料水
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あなたのお宅では、東海地震、東南海地震、南海地震等が連動するような大規模地震が発

生した場合に備えて、次の対策のうち日頃から行っていることはありますか？（○はいく

つでも） 

水・食料以外では 5 割強の人が「非常持ち出し袋」を準備し、 

3 割強の人が「家族が落ち合う場所」を決めています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【水・食料以外で準備しているもの】

非常持ち出し袋を準備している

風呂に水をためおきしている

貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している

消火器やバケツを準備している

非常用衣類・毛布などを準備している

公衆電話を利用するための小銭を用意している

特に用意していることはない

その他

【決めていること】

家族が離ればなれになったとき

の落ち合う場所を決めている

家族との連絡方法などを決めている

園児・児童・生徒の学校からの

引き取り方法を決めている

特に決めていることはない

その他

無回答

今回調査

MA n=1,604

平成23年度調査

MA n=1,568

家庭での地震対策 
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あなたは、市町村が作成、配布している、地域の防災マップやハザードマップを持ってい

ますか？ 

5 割強の人が、持っていますが、「持っているし活用している」人は 1 割弱です。 

 

 

 

あなたがお住まいの地域には自主防災組織があるか、知っていますか？ 

自主防災組織があるかどうかを「知らない」人は 6 割弱です。 

「知っている」人は前回より増加しています。 
 

 

 

 

町内会や自治会、自主防災組織（消防団を除く）などにおいても住民の自主的な防災訓練

や防災活動（防災機材の点検、防災知識の普及など）が行われています。あなたは、こう

した自主防災活動に参加したことがありますか？ 

自主防災活動に 3 割強の人が「参加したことがある」と答えています。 
 

 

  

9.0%

9.4%

44.7%

40.6%

30.2%

30.1%

12.5%

15.7%

3.6%

4.2%

今回調査

n=1,604

平成23年度調査

n=1,568

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持っているし活用している 持っているが活用していない

聞いたことはあるが持っていない 持っていないし聞いたこともない

無回答

41.0%

36.3%

57.4%

61.4%

1.6%

2.4%

今回調査

n=1,604

平成23年度調査

n=1,568

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

8.9%

7.5%

22.6%

21.5%

28.1%

25.8%

39.0%

43.4%

1.4%

1.8%

今回調査

n=1,604

平成23年度調査

n=1,568

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも参加している

時々参加したことがある

自主防災活動が行われていることは知ってるが、参加したことはない

自主防災組織がない（あるかわからない）ので、参加したことはない

無回答

地域の防災マップやハザードマップの所有・活用 

地域の自主防災組織 

地域の自主防災活動への参加経験 
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自主防災組織（消防団を除く）の活動として、どのような内容の活動を期待しますか？ 

約 16％の人が「お年寄りなど災害時に支援が必要な人の把握と援助」を 

期待しています。 

 

 

 

災害が発生すると、被災地では救援・医療活動や復旧活動、物資の搬送や情報伝達といっ

た様々な支援が必要となってきます。あなたはお住まいの地域以外で災害が発生したとき、

このような活動にボランティアとして参加したいと思いますか？ 

約 8 割の人が、何らかの形で「参加したい」と思っています。 
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9.7%

9.2%

9.1%

8.7%

8.2%

8.0%

4.7%

4.3%
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4.5%
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1.0%

7.5%

0% 5% 10% 15% 20%

お年寄りなど防災時に支援が必要な人（災害時要援護者）の把握と援助

避難の誘導

給食・給水活動

地域の危険場所を示した防災マップの作成・配布

防災訓練等の実施

防災知識の普及活動

救出・救援活動

防災用具の整備・点検

地域の片づけ、清掃などの早期復旧を支援する活動

家具固定等の普及・指導

被災後の防犯活動

初期消火活動

特にない
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今 回 調 査

n=1,604

平成23年度調査
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すべてに優先して参加したい 体力や時間帯の条件が合えば参加したい

ボランティア団体からの要請があれば参加したい 職場や学校の了解があれば参加したい

親族や知人の住んでいる地域の災害なら参加したい 参加するつもりはない

参加したいが事情があってできない 無回答

地域の自主防災活動への期待 

 

 

被災地でのボランティア活動への参加意向 
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海地震に関
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